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くらしき作陽大学子ども教育学部学生の体力特性について
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１．研究目的
　「新体力テスト」は様々な現場や研究に利用されており、これまで多くの研究報告がなされている。
新体力テストの結果をもとに、体力をテーマに扱った研究では、学部・学科間比較5,15,46,53,54）、運動習
慣と体力との関連10,18,24,31,33,40,49,58,60）、運動介入による体力変化13,55）、体型や身体組成と体力との関
連20,24,32,34,35,36,37）、運動経験と体力との関係21）、体力の経年変化に関する検討23）、部活動参加状況と体力
との関連28）、生活習慣と体力との関係38）、朝食摂取状況と体力との関係45）といった先行研究がある。
　さらに、全国平均との比較検討を行った報告や年度比較を行った報告は非常に数多く見られる。
　また将来、小学校教員や保育士・幼稚園教諭を目指す学生の体力に関する報告22）、福祉職を目指す
学生の体力に関する報告29）等、将来の職業選択を視野に入れた養成課程やコースの違いによる体力
特性の研究報告もあるが、その数は少ない。
　筆者らは、くらしき作陽大学子ども教育学部子ども教育学科において、小学校・特別支援学校コー
スと保育園・幼稚園コースの「体育Ⅰ」「体育Ⅱ」の授業を担当しているが、これまで学生の体力に
ついて調査を実施してこなかった。
　そこで本研究では、文部科学省が作成した「新体力テスト」を利用し、多くの先行研究で実施され

Abstract
　This study investigated the physical fitness of students at the Faculty of Childhood Education at Kurashiki 
Sakuyo University in order to compare elementary school students with nursery school students, and to 
contribute to improvements in educational guidance.
　The results are as follows.
　1. Male students in elementary schools showed a significantly lower value in sitting trunk flexion compared 
with the national average.
　2. Male students in nursery schools showed a significantly lower value in sitting trunk flexion and 20-meter 
shuttle run compared with the national average.
　3. Female students in elementary schools showed a significantly lower value in sitting trunk flexion compared 
with the national average.
　4. In grip strength, sit up, sitting trunk flexion, 20-meters shuttle run, and standing long jump, female students 
in nursery schools showed a significantly lower value compared with the national average.
　5. No significant difference was found in the comparison between elementary and nursery schools.
　The above results suggest that students at the Faculty of Childhood Education at Kurashiki Sakuyo University 
need instructions that improve flexibility. The results also indicate that it is not required to consider differences 
in physical fitness between elementary and nursery school course students while devising instructions.
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ているように全国平均値との比較を行い、本学子ども教育学部学生の体力特性を明らかにするととも
に、小学校教員養成を主眼としたコースと保育士・幼稚園教諭養成を主眼としたコースに属する学生
の体力特性を比較検討し、今後の教育指導に資することを目的とした。

２．研究方法
（１）被験者
　被験者は平成28年度と平成29年度に、くらしき作陽大学子ども教育学部子ども教育学科小学校・特
別支援学校コースと保育園・幼稚園コース所属していた２年生のうち、「体育Ⅰ」もしくは「体育Ⅱ」
を受講した学生である。
　内訳は、小学校・特別支援学校コース（以下、小・特コースとする）所属の男子学生19名、女子学
生30名、保育園・幼稚園コース（以下、保・幼コースとする）所属の男子学生31名、女子学生178名
となる。
　小・特コースは１学年の定員が30名、保・幼コースは１学年の定員が120名であるため、各コース
の被験者数には偏りが見られる。
　被験者には、純粋な学術研究にのみ利用するという測定調査の趣旨、測定したデータの利用方法に
ついて事前に十分に説明したのち、同意を得た上で測定に参加してもらった。

（２）測定時期と測定場所
　測定は２回実施した。平成27年度入学生は平成28年９月と10月に、平成28年度入学生は平成29年４
月に測定を実施した。
　両測定とも「体育Ⅰ」もしくは「体育Ⅱ」の初回および２回目の授業時に、体育館を利用し、準備
運動を行った後に実施した。

（３）測定項目
　文部科学省が推奨する「新体力テスト実施要項（20歳〜64歳対象）」に則って測定を実施した。
　測定項目は、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20mシャトルラン（往復持久走）、立
ち幅とびである。
　握力の測定はスメドレー式デジタル握力計（T.K.K.5401、竹井機器工業株式会社）、長座体前屈の
測定はデジタル長座体前屈計（T.K.K.5412、竹井機器工業株式会社）を用いた。

（４）統計処理
　得られたデータは、Microsoft Excel for Mac 2011を利用し、基礎統計量を算出した。統計処理に
は統計解析ソフトウェアIBM SPSS Statistics 19を使用し、全国平均と本学学生平均値との比較には
１サンプルのt-検定を、コース間の比較には独立したサンプルのt-検定を用いた。なお、全国平均値
にはスポーツ庁が統計調査を実施し、政府統計の総合窓口（e-Stat）に掲載されている平成27年度体力・
運動能力調査結果44）に示された19歳大学生の値を用いた。統計的な有意水準は５%未満とした。

３．結果
　表１に男子学生の体力測定結果と全国平均値を、表２に女子学生の体力測定結果と全国平均値を示
す。
　男子学生は、小・特コース、保・幼コースともに長座体前屈において全国平均値より有意に低い値
を示した。また保・幼コースの男子学生は20mシャトルランも全国平均値より有意に低い値を示して
いる。
　小・特コースの女子学生は、長座体前屈が全国平均値より有意に低い値を示した。保・幼コースの
女子学生は反復横とびを除く全ての種目で全国平均より有意に低い値であった。
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　さらに男子学生、女子学生とも各コース間（小・特コースと保・幼コース）で平均値の差の検定（独
立したサンプルのt-検定）を実施した。
　表３に小・特コース男子学生と保・幼コース男子学生の比較結果を表す。全ての測定種目において、
コース間での有意差は認められなかった。
　同じく表４に小・特コース女子学生と保・幼コース女子学生の比較結果を表す。全ての測定種目に
おいて、コース間での有意差は認められなかった。

表１　小・特コース男子学生、保・幼コース男子学生の体力測定結果と全国平均との差の検定

表２　小・特コース女子学生、保・幼コース女子学生の体力測定結果と全国平均との差の検定

表３　小・特コース男子学生と保・幼コース男子学生の体力測定結果の比較
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４．考察
　長座体前屈は下肢および体幹における柔軟性の視標として用いられている。今回の結果では小・特
コース男子・女子、保・幼コース男子・女子すべてにおいて、全国平均値と比べて有意に低い値を示
した。これと同様な結果は熊谷ら42）も報告しており、今回の測定で低い値を示した学生のみならず、
全ての学生が健康の保持増進、さらには生活の質の向上のために柔軟性向上を目指した方策が必要と
考えられる。特に教員養成、保育士養成を主眼としている学部としては早急な対策の検討が必要であ
ろう。
　板谷ら22）の報告によると、小学校教員・保育者養成課程に在籍する19歳女子の平均値は、握力
27.2kg、上体起こし23.0回、長座体前屈45.9cm、反復横とび43.8回、20mシャトルラン54.6回、立ち幅
とび159.0cmであった。
　今回の測定結果では、小・特コース女子の握力は26.23kg、保・幼コース女子の握力は25.62kgであり、
両コースとも板谷らの報告値（27.2kg）より低く、保・幼コースは有意差（t=-5.03、p<0.001）が認
められた。
　上体起こしの平均値は、小・特コース女子22.33回、保・幼コース女子22.79回であり、両コースと
も板谷らの報告値（23.0回）より低かったが、有意差は認められなかった。
　長座体前屈の平均値は、小・特コース女子46.17cm、保・幼コース女子47.38cmであり、両コース
とも板谷らの報告値（45.9cm）より高く、保・幼コースでは有意差（t=-2.24、p<0.05）が認められた。
　反復横とびの平均値は、小・特コース女子49.80回、保・幼コース女子48.69回であり、両コースと
も板谷らの報告値（43.8回）より高く、両コースとも有意差（小・特コース：t=6.85、p<0.001、保・
幼コース：t=12.89、p<0.001）が認められた。
　20mシャトルランの平均値は、小・特コース女子47.40回、保・幼コース女子43.84回であり、両コー
スとも板谷らの報告値（54.6回）より低く、両コースとも有意差（小・特コース：t=-3.27、p<0.01、保・
幼コース：t=-10.31、p<0.001）が認められた。
　立ち幅とびの平均値は、小・特コース女子169.93cm、保・幼コース女子165.07cmであり、両コー
スとも板谷らの報告値（159.0）より高く、両コースとも有意差（小・特コース：t=3.33、p<0.01、保・
幼コース：t=3.93、p<0.001）が認められた。
　このことから他大学の小学校教員・保育者養成課程に在籍する学生と比較し、本学の学生はある項
目については優れているが、別の項目については劣っており、また差のない項目もあることから、全
体傾向として他大学学生と比べて優れている、劣っているという訳ではなさそうである。
　全国平均と比較した場合、保・幼コース女子において、反復横とびを除いては有意に低い測定値を
示したことから、体力向上のために今後何らかの措置を講ずる必要があると思われる。また本学の学
生は反復横とびを除いてはすべての項目で全国平均より低値を示していた。

表４　小・特コース女子学生と保・幼コース女子学生の体力測定結果の比較　
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　保・幼コース女子の標本数（n=178）に比べ、小・特コース女子は30名、小・特コース男子は19名、保・
幼コース男子は31名と標本数が少ないために統計的な有意差が出なかった可能性もあり、この点につ
いては今後の課題である。
　男女とも小・特コースと保・幼コース間で体力測定項目に有意差は認められなかったことから、主
に小学校教員を目指して入学してくる学生と、保育士・幼稚園教諭を目指して入学してくる学生の間
で、体力特性に差はないと考えられた。
　専門の「体育」の授業において、小学校教員を目指す学生と保育士・幼稚園教諭を目指す学生とで
は、扱う授業内容が異なってくることは当然ではあるが、体力差を考慮した内容にする必要はなさそ
うである。
　初等教育の現場でも保育の現場でも、教諭や保育士の資質として体力は重要な要素であると考えら
れる。今回の研究結果から、本学においては更なる体力向上を目指す方策を検討し、速やかに実行に
移していく必要性があることが示唆された。
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